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ARIMとは？

文部科学省 マテリアル先端リサーチインフラ事業

1. 大学等の高度なナノテク装置と
ノウハウの共用

      （旧ナノテクノロジープラットフォーム）

2. 測定データの蓄積・利活用

ARIM（エイリム）
Advanced Research Infrastructure for Materials 

and Nanotechnology



ARIM実施 25機関

全国 25機関が提供する 
1000以上の装置が利用可能

https://nanonet.go.jp/



ARIM実施体制

物質・材料合成
プロセス 

加工・デバイス
プロセス

計測・分析 

政府の重要戦略
「革新的マテリアル開発」重要技術領域

ハ ブ

スポーク

（横断）分野



名古屋大学の支援内容と保有装置例

分野 支援内容 装置の例

計測・分析
【装置数 8】

先端電子顕微鏡群による
観察・解析・試料作製

・反応科学超高圧電子顕微鏡
・電子分光走査透過電子顕微鏡
・高速加工観察分析装置
  （FIB-SEM）等

加工・デバイス
プロセス

【装置数 61】

薄膜形成・リソグラフィー・
プラズマエッチング技術による
加工・評価

・スパッタリング装置
・X 線光電子分光装置
・フェムト秒レーザー加工
分析装置 等

物質・材料合成
プロセス

【装置数 16】

ナノバイオ分子の細胞実験・
前臨床研究装置群、材料評価、
キラリティー評価、高分子薄膜
構造評価

・超解像顕微鏡
・X 線 CT・蛍光ダブルモーダル  

in vivo イメージングシステム
・質量分析装置
  （ESI, MALDI-TOF）等

全 85 台



ご利用方法 ①

https://arim.mirai.nagoya-u.ac.jp/

初めての方は、ここからスタート



ご利用方法 ②



利用の流れ

データ登録
※後ほど説明

分野ごと

分野（計測・分析、加工・デバイスプロセス、物質・材料合成プロセス）の選択

技術代行

機器利用 技術補助

共同研究

技術相談

データ利用

今年中



ユーザー登録 ①

「施設利用規約」を読まないと
有効にならない。



ユーザー登録 ②



課題申請 ①



●●●●●●●●

●●●●●●●●

ユーザー登録の
アカウント

課題申請 ②



課題申請 ③



課題申請 ④

アカウントを取得した分野

ユーザー登録の内容

下にスクロールして
入力を進める。



利用内容公開・データ登録について（学内）
※ 「利用内容公開・データ登録あり」でのご利用が原則です。

企業のみ



利用報告書（入力）

・Web サイトから装置利用者が入力する。
・適当な時期に事務局より案内があります。



利用報告書（公開）
Web 上で公開され 誰でも閲覧、PDF のダウンロード可。



試行的利用制度



留意事項（学内）

1.「利用報告書」と「データ登録」は必須です。

2.「非公開利用」はございません。

3.  共同研究は「学外利用」での申請をお願いします。

4. 研究相談は、お受けできません。

5. アンケートへのご協力をお願いします。



ご清聴ありがとうございました。
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